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「
過
去
を
離
れ
て
現
代
な
し
」

今
か
ら
八
〇
年
前
の
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
六
月
、
外
務
省
は
『
大
日
本

外
交
文
書
』
の
第
一
巻
第
一
冊
（
自
慶
応
三
年
十
月
至
明
治
元
年
六
月
）
を
刊
行

し
た
。
日
中
戦
争
勃
発
の
一
年
前
、
広
田
弘
毅
外
相
の
と
き
で
あ
っ
た
。
以
来
、

戦
時
の
一
時
期
を
除
き
、
毎
年
必
ず
一
冊
以
上
の
『
日
本
外
交
文
書
』
の
編
纂
・

刊
行
を
続
け
、
二
〇
一
六
年
に
は
、
明
治
初
年
か
ら
第
二
次
大
戦
終
結
ま
で
の
時

期
に
つ
い
て
刊
行
を
終
え
、
そ
の
数
は
二
一
六
冊
に
及
ぶ
。
現
在
は
戦
後
期
の
編

纂
に
本
格
的
に
着
手
し
て
い
る
。

第
一
巻
第
一
冊
が
刊
行
さ
れ
た
と
き
、
松
本
忠
雄
政
務
次
官
は
、「
過
去
を
離
れ

て
現
代
な
し
、
歴
史
を
知
ら
ず
し
て
将
来
を
断
ず
る
事
を
得
ず
。
本
書
の
出
版
の

如
き
は
、
結
局
に
於
て
国
民
の
外
交
に
関
す
る
認
識
を
深
め
る
為
め
の
材
料
に
し

て
、
又
有
能
達
識
の
外
交
官
を
作
る
為
め
の
資
料
な
り
」
と
、
そ
の
意
義
を
説
い

た
と
い
う
。

松
本
次
官
が
説
く
よ
う
に
、
外
交
文
書
の
編
纂
・
刊
行
が
、
国
民
の
外
交
に
対

す
る
認
識
の
深
ま
り
と
優
れ
た
外
交
官
育
成
の
た
め
の
素
材
と
し
て
有
用
で
あ
る
、

と
い
う
認
識
は
、
第
一
次
大
戦
直
後
の
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
一
〇
月
に
、
外

務
省
内
に
常
設
さ
れ
た
制
度
取
調
委
員
会
の
議
論
の
な
か
に
見
ら
れ
た
。
パ
リ
講

和
会
議
に
参
加
し
た
有
田
八
郎
、
重
光
葵
、
堀
田
正
昭
と
い
っ
た
若
手
外
交
官
が
、

情
報
宣
伝
活
動
の
遅
れ
や
準
備
不
足
を
実
感
し
、
現
地
で
外
務
省
改
革
の
た
め
の

革
新
運
動
を
旗
揚
げ
し
た
。
帰
国
後
に
本
省
内
や
在
外
公
館
に
檄
を
飛
ば
し
、
五

〇
名
近
い
同
志
を
集
め
、
有
田
を
中
心
に
革
新
同
志
会
を
結
成
し
、
こ
の
同
志
会

の
建
議
に
よ
っ
て
省
内
に
常
設
さ
れ
た
の
が
制
度
取
調
委
員
会
で
あ
っ
た
。

制
度
取
調
委
員
会
に
お
け
る
議
論
は
多
岐
に
及
び
、
外
交
文
書
の
編
纂
・
刊
行

も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
人
事
、
予
算
、
待
遇
と
い
っ
た
当
面
の
問
題
が
優
先

さ
れ
た
た
め
、
直
ち
に
実
現
に
向
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
後
回
し
に
さ
れ
た
と
見

ら
れ
る
。
そ
の
一
方
、
制
度
取
調
委
員
会
に
お
け
る
問
題
意
識
を
外
か
ら
強
力
に

後
押
し
し
た
の
が
、
神
川
彦
松
教
授
（
東
京
帝
大
）
で
あ
っ
た
。
神
川
教
授
は
、

欧
米
各
国
で
外
交
文
書
集
の
編
纂
が
進
展
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
政
府
に
外
交
文

書
集
の
編
纂
・
刊
行
事
業
の
開
始
を
た
び
た
び
献
策
し
、
事
業
の
開
始
後
も
助
言

を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

「
新
外
交
」
時
代
の
編
纂
事
業

さ
て
、
神
川
教
授
が
力
説
し
た
欧
米
に
お
け
る
本
格
的
な
外
交
文
書
の
刊
行
事

業
は
、
ア
メ
リ
カ
の
外
交
文
書
集
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）
が
先
行
し
て
い
た
。
一
八
六

一
年
末
、
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
が
年
次
報
告
の
一
部
と
し
て
外
交
文
書
を
議
会
に

提
出
し
た
の
が
、
そ
の
起
源
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、
自
国
の
外
交
上

の
諸
問
題
と
、
そ
の
対
応
を
議
会
に
報
告
す
る
た
め
、
一
八
〇
〇
年
代
か
ら
、
い

わ
ゆ
る
カ
ラ
ー
ブ
ッ
ク（Color Book

）を
刊
行
し
て
き
た
。イ
ギ
リ
ス
の
ブ
ル
ー
・

ブ
ッ
ク
（Blue Book
）、
ド
イ
ツ
の
ホ
ワ
イ
ト
・
ブ
ッ
ク
（W

hite Book

）、
ロ

シ
ア
の
オ
レ
ン
ジ
・
ブ
ッ
ク（O

range Book

）な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
カ
ラ
ー
・

ブ
ッ
ク
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
ル
ー
・
ブ
ッ
ク
の
よ
う
に
良
質
の
も
の
も
あ
っ
た
が
、

一
般
的
に
は
歴
史
資
料
と
し
て
の
価
値
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
低
下
し
、
と
く
に

第
一
次
大
戦
前
後
の
そ
れ
は
大
戦
の
原
因
の
解
明
や
戦
後
の
外
交
的
再
建
に
は
役

立
た
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
第
一
次
大
戦
後
に
は
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ

リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
組
織
的
、
系
統
的
な
外
交
文
書
の
編
纂
刊
行
が
始
ま
る
。

ま
ず
敗
戦
国
ド
イ
ツ
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
一
九
一
九
年
、
外
務
次
官
の
カ
ウ

ツ
キ
ー
の
主
導
に
よ
っ
て
、
一
四
年
六
月
か
ら
同
年
八
月
の
サ
ラ
イ
エ
ヴ
ォ
事
件

勃
発
に
い
た
る
外
交
文
書
を
編
纂
・
刊
行
し
た
。
こ
の
ド
イ
ツ
の
試
み
は
、「
開
戦

責
任
は
ド
イ
ツ
と
そ
の
同
盟
国
に
あ
る
」
と
す
る
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
平
和
条
約
の
規

定
を
修
正
し
、
大
戦
原
因
と
戦
争
責
任
を
解
明
す
る
と
い
う
政
治
目
的
が
濃
厚
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
ド
イ
ツ
外
務
省
は
、
大
戦
原
因
の
根
本
的
な
解
明
の
た
め
、
カ

ウ
ツ
キ
ー
文
書
が
カ
バ
ー
し
て
い
る
時
期
を
拡
大
し
て
バ
ル
カ
ン
戦
争
ま
で
遡
る

必
要
を
認
め
、
三
人
の
学
者
に
委
託
し
、
二
二
年
か
ら
二
六
年
に
か
け
て
四
〇
巻

五
四
冊
の
ド
イ
ツ
外
交
文
書
を
編
纂
・
公
刊
し
た
。
こ
の
膨
大
な
外
交
文
書
は
、

質
量
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
の
カ
ラ
ー
・
ブ
ッ
ク
の
殻
を
破
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
本
格
的
な
外
交
文
書
の
編
纂
・
刊
行
を
促
す
刺
激
と
な
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
二
四
年
夏
に
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
労
働
党
内
閣
が
、
第
一
次
大

戦
の
原
因
に
関
す
る
外
交
文
書
の
編
纂
・
刊
行
に
踏
み
切
り
、
二
人
の
学
者
の
手

に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
外
交
文
書
集
（
一
八
九
八
〜
一
九
一
四
）
の
刊
行
が
二
六

年
に
始
ま
っ
て
い
た
（
三
八
年
に
一
一
巻
一
三
冊
で
完
了
）。
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
英

独
の
動
き
に
刺
激
さ
れ
た
政
治
家
や
学
者
の
圧
力
の
な
か
で
、
普
仏
戦
争
か
ら
第

一
次
大
戦
の
期
間
を
対
象
と
し
た
大
戦
関
係
の
文
書
の
編
纂
が
二
八
年
か
ら
着
手

さ
れ
る
（
第
一
巻
は
一
九
二
九
年
に
刊
行
）。

以
上
の
よ
う
に
、
と
く
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
交
文
書
集
で
、
重
視
さ
れ
て
い
る

の
が
開
戦
の
責
任
問
題
で
あ
っ
た
。
日
本
は
第
一
次
大
戦
の
開
戦
に
は
直
接
の
責

任
が
な
い
た
め
、
責
任
論
の
観
点
か
ら
編
纂
・
刊
行
を
急
ぐ
理
由
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
三
三
年
以
来
、
長
岡
春
一
、
木
村
鋭
市
両
大
使
の
も
と
で
、
第
一
次
大
戦

に
関
す
る
記
録
蒐
集
と
刊
行
が
計
画
さ
れ
た
。
欧
米
お
よ
び
中
国
の
参
戦
経
緯
、

日
独
開
戦
に
関
連
す
る
外
交
交
渉
の
記
録
を
網
羅
し
た
「
世
界
大
戦
関
係
日
本
外

交
文
書
」
が
三
九
年
に
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、「
機
密
扱
」
と
さ
れ
た
た
め
広

く
普
及
し
な
か
っ
た
。
中
国
の
参
戦
に
関
す
る
記
録
類
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
た

め
、
と
さ
れ
る
が
、
多
く
の
斬
新
な
編
纂
方
式
を
採
用
し
、
質
量
と
も
優
れ
た
外

交
史
料
集
の
傑
作
と
し
て
、
そ
の
後
の
編
纂
に
生
か
さ
れ
た
と
い
う
。

他
方
、
戦
争
責
任
問
題
は
別
と
し
て
も
、
欧
米
の
本
格
的
な
外
交
文
書
集
の
刊

行
は
、
大
戦
後
の
秘
密
外
交
の
廃
止
、
外
交
の
公
開
、
国
民
外
交
と
い
っ
た
「
新

外
交
」
の
国
際
的
潮
流
、
各
国
に
お
け
る
民
主
主
義
化
の
進
展
と
い
っ
た
流
れ
の

中
で
、
外
交
文
書
の
公
表
が
省
内
の
議
論
と
な
る
。
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そ
の
結
果
、
二
四
年
の
幣
原
喜
重
郎
外
相
時
に
、
当
時
、
最
大
の
外
交
案
件
で

あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
排
日
移
民
問
題
に
関
す
る
文
書
が
刊
行
さ
れ
た（『
一

九
二
四
年
米
国
移
民
法
制
定
及
之
に
関
す
る
日
米
交
渉
経
緯
』）。
こ
の
刊
行
の
反

響
は
大
き
く
、
主
要
各
紙
も
注
目
し
、「
秘
密
好
き
の
霞
が
関
外
交
を
公
開
／
国
民

外
交
実
現
の
た
め
」、「
外
交
の
経
緯
を
一
々
公
表
す
／
外
務
省
新
機
軸
を
出
し
今

後
は
欧
州
各
国
の
例
に
倣
う
」
な
ど
と
報
道
し
た
。
だ
が
、省
内
参
事
官
会
議
で
、

公
表
案
件
は
「
国
民
の
利
益
に
直
接
関
係
を
有
す
る
問
題
に
し
て
、
国
民
に
於
て

其
の
経
過
を
知
ら
ん
こ
と
を
切
望
せ
る
案
件
を
選
定
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
た

よ
う
に
、
長
期
的
な
編
纂
・
刊
行
計
画
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
。

刊
行
開
始
と
苦
難
の
時
代

そ
の
後
、
い
わ
ば
過
度
的
事
業
と
し
て
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
、
外
交

史
料
編
纂
計
画
が
省
内
で
持
ち
上
が
っ
た
。「
外
交
史
料
編
纂
係
」
の
設
置
を
求
め

た
高
裁
案
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
大
戦
を
契
機
と
す
る
「
国
際
的
地
位
の
向
上
を
達

成
し
得
た
る
多
岐
多
難
な
る
外
交
の
経
過
を
確
実
な
る
外
務
省
記
録
に
之
を
求
め
、

以
て
権
威
あ
る
明
治
来
の
外
交
史
の
編
纂
を
企
図
す
べ
き
こ
と
緊
切
な
り
」と
し
、

二
つ
の
目
的
を
掲
げ
て
い
る
。
一
つ
は
「
正
確
な
る
外
交
史
実
を
後
世
に
遺
す
」、

も
う
一
つ
は
「
我
が
執
り
来
り
た
る
外
交
政
策
を
明
示
」
し
、「
国
際
政
治
上
に
於

け
る
我
国
の
立
場
を
闡
明
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
省
内
に
「
外
交
史
料

編
纂
係
」
を
設
置
す
る
と
い
う
ね
ら
い
は
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
翌
年
一
月
に

は
吉
田
茂
次
官
の
決
裁
に
よ
っ
て
編
纂
事
業
に
着
手
さ
れ
る
。
事
業
は
三
〇
年
に

一
時
中
止
と
な
る
が
、
将
来
の
事
業
再
開
に
備
え
、
編
纂
に
必
要
な
記
録
の
整
理

な
ど
は
継
続
さ
れ
た
。

中
断
し
た
編
纂
刊
行
事
業
は
、三
三
年
一
二
月
の
調
査
部
の
新
設
に
と
も
な
い
、

装
い
を
新
た
に
再
開
さ
れ
、
外
交
知
識
の
普
及
向
上
を
主
な
目
的
に
、
調
査
部
第

一
課
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
三
六
年
六
月
、
最
初
の
『
大
日
本

外
交
文
書
』
が
刊
行
さ
れ
る
。

し
か
し
、
編
纂
・
刊
行
を
支
え
る
人
員
や
予
算
は
十
分
と
は
言
い
難
く
、
三
七

年
三
月
の
第
七
〇
帝
国
議
会
予
算
総
会
の
席
上
、
芦
田
均
委
員
か
ら
、
現
在
程
度

の
進
行
状
況
で
は
明
治
時
代
の
完
成
さ
え
五
〇
年
の
歳
月
を
要
す
る
と
し
て
、
経

費
・
人
員
の
強
化
を
求
め
て
い
る
。
貴
族
院
で
も
三
上
参
次
博
士
が
、
編
纂
実
務

に
関
す
る
官
制
の
制
定
、
適
材
の
登
用
を
訴
え
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
が
直
ち
に
反

映
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
厳
し
い
環
境
の
な
か
で
も
編
纂
体
制
は
少
し

ず
つ
強
化
さ
れ
、
第
三
巻
（
昭
和
一
三
年
九
月
刊
）
か
ら
は
、
一
年
分
冊
主
義
、

編
年
別
（
日
付
順
）
か
ら
事
項
別
の
編
年
方
針
に
変
わ
り
、
別
冊
と
し
て
日
付
索

引
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
、
順
調
に
み
え
た
編
纂
・
刊
行
事
業
も
、
四
〇
年
に
近
衛
内
閣
の
行
政

整
理
に
よ
っ
て
事
業
が
「
不
急
」
の
業
務
と
見
な
さ
れ
て
、
再
び
中
断
の
危
機
に

お
ち
い
る
。
前
述
の
神
川
教
授
は
、
松
岡
洋
右
外
相
に
直
談
判
し
て
「
不
急
で
は

な
く
不
朽
の
業
務
」
と
訴
え
た
、
と
言
わ
れ
る
。
省
内
に
も
編
纂
業
務
の
継
続
を

望
む
声
は
根
強
く
、
刊
行
こ
そ
四
〇
年
九
月
の
第
九
巻
の
刊
行
を
も
っ
て
中
断
さ

れ
る
が
、
原
記
録
の
原
稿
化
や
整
理
な
ど
の
業
務
は
細
々
と
続
け
ら
れ
る
。

太
平
洋
戦
争
が
山
場
を
迎
え
て
い
た
四
三
年
、
外
交
文
書
集
の
公
表
と
い
う
意
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味
で
は
、
記
憶
す
べ
き
重
要
な
動
き
が
あ
っ
た
。

同
年
七
月
、
文
書
課
長
な
ど
課
長
級
が
集
ま
っ
て
「
開
戦
責
任
外
交
文
書
編
纂

公
表
準
備
に
関
す
る
会
議
」
が
開
か
れ
て
い
る
。
東
條
英
機
内
閣
の
重
光
葵
外
相

の
と
き
で
あ
っ
た
。
開
催
の
趣
旨
は
、
表
題
が
示
す
よ
う
に
、「
開
戦
責
任
」
が
ア

メ
リ
カ
側
に
あ
る
こ
と
を
内
外
に
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。会
議
要
旨
は
、

日
本
側
の
「
穏
忍
自
重
」
の
姿
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、「
特
に
経

済
的
通
商
圧
迫
を
以
て
し
、
終
に
事
を
破
局
に
追
詰
む
る
に
至
れ
り
経
緯
を
当
時

の
資
料
そ
の
も
の
の
何
等
修
飾
せ
ざ
る
発
表
に
よ
り
中
外
に
明
ら
か
な
ら
し
む
る

の
趣
旨
」
で
、
日
中
戦
争
勃
発
か
ら
日
米
交
渉
の
破
綻
に
い
た
る
経
緯
を
示
す
電

報
や
公
文
書
を
収
集
公
表
す
る
、
と
記
し
て
い
る
。

実
際
に
右
の
趣
旨
で
資
料
収
集
が
進
め
ら
れ
た
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
し

か
し
、
同
じ
四
三
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
側
で
満
州
事
変
か
ら
日
米
開
戦
ま
で
を
カ

バ
ー
す
る
合
衆
国
外
交
文
書
集
（Foreign Relations of the U

nited States, 

Japan:1931-1941

）
が
公
表
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
編
纂
意
図
は
、
日
米
関
係
の
破

局
の
原
因
と
責
任
が
日
本
側
に
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
刊
行

を
急
い
だ
の
は
、
開
戦
を
導
い
た
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
民
主
党
政
権
の
対
日
政
策
に

対
す
る
、
国
内
の
「
孤
立
派
」
の
批
判
に
応
答
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
外
交
記
録
の
編
纂
刊
行
を
も
っ
て
、
開
戦
に
い
た
る
プ
ロ

セ
ス
の
正
当
性
を
日
米
が
競
っ
て
主
張
し
よ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
あ
り
、
第
一

次
大
戦
に
関
す
る
責
任
問
題
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
正
当

性
を
主
張
す
る
た
め
、
競
っ
て
外
交
文
書
の
編
纂
・
刊
行
を
急
い
だ
経
緯
と
重
な

り
、
興
味
深
い
。
日
本
側
が
政
治
目
的
を
も
っ
て
外
交
文
書
を
編
纂
し
、
そ
れ
を

公
表
し
よ
う
と
試
み
た
数
少
な
い
例
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
事
例
な
ど

か
ら
、
政
治
目
的
を
帯
び
た
外
交
文
書
の
編
纂
・
刊
行
の
弊
害
を
良
く
知
っ
て
い

た
日
本
の
編
纂
担
当
者
は
、
政
治
的
中
立
性
こ
そ
が
、
外
交
文
書
集
の
持
続
的
な

編
纂
・
刊
行
に
と
っ
て
、
必
須
の
条
件
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
。

戦
後
に
お
け
る
事
業
再
開

終
戦
か
ら
間
も
な
く
編
纂
事
業
が
再
開
さ
れ
る
。
た
ま
た
ま
外
務
省
を
訪
問
し

た
連
合
国
軍
総
司
令
部
の
法
律
顧
問
で
あ
っ
た
コ
ー
ル
グ
ロ
ー
ヴ
教
授
が
事
業
再

開
を
知
り
、「
最
も
ヴ
ァ
リ
ア
ブ
ル
な
仕
事
」
と
い
う
賛
辞
を
寄
せ
た
と
い
う
。
戦

後
の
刊
行
は
一
九
四
七
年
三
月
の
『
日
本
外
交
文
書
』
第
二
〇
巻
か
ら
始
ま
る
。

こ
の
巻
は
、
戦
前
の
四
〇
年
九
月
に
刊
行
さ
れ
た
第
九
巻
か
ら
、
一
足
飛
び
に
第

二
〇
巻
と
な
っ
て
い
る
。四
二
年
一
月
の
外
務
省
を
襲
っ
た
火
災
な
ど
に
よ
っ
て
、

収
録
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
明
治
中
期
の
原
記
録
や
、
原
記
録
を
も
と
に
し
た
原

稿
の
多
く
が
失
わ
れ
、
そ
の
補
填
の
た
め
、
第
一
〇
巻
か
ら
一
九
巻
ま
で
の
刊
行

は
後
回
し
に
な
っ
た
。

四
八
年
の
外
務
省
官
制
の
改
革
に
よ
っ
て
、
調
査
課
か
ら
事
業
を
受
け
継
い
だ

文
書
課
は
、
翌
年
の
国
会
答
弁
資
料
で
、
こ
の
事
業
が
学
術
上
の
必
要
だ
け
で
は

な
く
政
策
上
も
重
要
な
理
由
を
三
点
挙
げ
て
い
る
。
①
「
外
交
当
局
自
ら
厳
正
な

反
省
に
資
す
る
」
と
と
も
に
、
日
本
外
交
に
対
す
る
内
外
の
批
判
を
得
る
た
め
に

有
用
で
あ
る
こ
と
、
②
「
国
民
の
間
に
広
く
外
交
智
識
を
普
及
し
、
国
民
外
交
、

民
主
的
外
交
を
確
立
」
す
る
こ
と
、
③
外
交
交
渉
に
お
い
て
「
先
例
を
援
用
す
る

こ
と
は
、
要
求
を
貫
徹
す
る
上
に
極
め
て
肝
要
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
平
素
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か
ら
外
交
文
書
の
整
備
が
必
要
な
こ
と
。
こ
れ
ら
三
つ
は
、
現
在
も
編
纂
事
業
を

支
え
る
指
針
と
な
っ
て
い
る
。

独
立
を
ま
じ
か
に
控
え
た
五
一
年
に
は
、
事
業
の
拡
充
を
構
想
し
て
い
た
三
宅

喜
二
郎
文
書
課
長
の
も
と
に
栗
原
健
事
務
官
が
外
交
文
書
編
纂
室
長
に
就
任
し
、

編
纂
体
制
も
強
化
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
逐
年
刊
行
が
続
け
ら
れ
、
六
三
年
に
、
編

年
方
式
（
日
付
順
）
の
本
巻
と
別
冊
を
合
わ
せ
合
計
七
三
冊
の
刊
行
を
も
っ
て
明

治
期
の
刊
行
が
終
了
し
た
。

大
正
期
は
、
明
治
期
に
比
べ
て
期
間
は
三
分
の
一
で
あ
る
が
、
対
外
関
係
は
多

岐
に
わ
た
り
、複
雑
化
す
る
。
そ
こ
で
編
年
方
式
に
加
え
て
分
冊
形
式
を
と
っ
た
。

大
正
期
の
『
日
本
外
交
文
書
』
は
、
編
年
体
を
継
承
し
て
い
る
が
、
各
年
の
第
一

冊
に
、
一
般
事
項
（
通
商
条
約
、
移
民
、
対
ソ
関
係
な
ど
）、
第
二
冊
に
対
中
国
関

係
、
第
三
冊
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
排
日
問
題
、
第
一
次
大
戦
関
係
、
国
際
連
盟
、

ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
関
係
な
ど
に
分
け
て
い
る
。
八
七
年
に
、
二
四
年
の
歳
月
を
か

け
て
、
よ
う
や
く
大
正
期
の
『
日
本
外
交
文
書
』（
五
七
冊
）
の
刊
行
を
終
え
る
。

大
正
期
の
編
纂
中
の
七
〇
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
編
纂
事
業
を
取
り
巻
く
環
境

が
大
き
く
変
化
し
た
。『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
委
員
会
の
設
置
、
外
交
史
料
館

の
新
設
に
よ
っ
て
編
纂
業
務
が
外
交
史
料
館
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
編
纂

業
務
の
環
境
は
整
備
さ
れ
る
一
方
、さ
ら
な
る
刊
行
促
進
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、

大
正
期
と
並
行
し
て
昭
和
戦
前
期
の
編
纂
方
針
に
つ
い
て
検
討
が
進
む
。
そ
の
結

果
、
学
界
な
ど
で
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
を
特
集
方
式
で
先
行
し
て
編
纂
・
刊
行
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
史
料
の
残
存
状
況
が
良
好
な
三
つ
の
テ
ー
マ
が
候
補

と
な
り
、
ま
ず
「
満
州
事
変
」
シ
リ
ー
ズ
が
、
大
正
期
の
終
了
に
先
立
っ
て
刊
行

さ
れ
る
（
七
冊
、
七
七
年
〜
八
一
年
）。
満
州
事
変
シ
リ
ー
ズ
で
は
採
録
文
書
の

件
名
が
、
片
仮
名
交
じ
り
の
文
語
体
か
ら
平
仮
名
に
よ
る
口
語
体
に
な
っ
た
。

続
い
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
と
ロ
ン
ド
ン
の
二
つ
の
「
海
軍
軍
縮
会
議
」
シ
リ
ー
ズ

（
四
冊
、七
九
〜
八
六
年
）
が
刊
行
さ
れ
、最
後
が
「
日
米
交
渉
―
一
九
四
一
年
―
」

（
二
冊
、
一
九
九
〇
年
）
で
あ
っ
た
。
海
軍
軍
縮
会
議
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
本
冊
の

理
解
を
深
め
る
た
め
、関
連
す
る
調
書
な
ど
を
復
刻
し
て
刊
行
し
、そ
れ
ら
も
『
日

本
外
交
文
書
』
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
米
交
渉
の
編
纂

で
は
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
の
証
拠
書
類
と
し
て
提
出
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
散
逸
し

て
し
ま
っ
た
重
要
記
録
の
調
査
と
収
集
に
も
取
り
組
み
、
米
国
議
会
図
書
館
、
国

際
軍
事
裁
判
関
係
文
書
（
Ｉ
Ｍ
Ｔ
）、
あ
る
い
は
陽
明
文
庫
か
ら
補
填
し
た
文
書
も

採
録
し
て
い
る
。『
日
本
外
交
文
書
』
は
、
外
務
省
が
所
蔵
す
る
外
交
記
録
の
採

録
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
重
要
な
記
録
が
欠
落
し
て
い
る
場
合
に
は
、
例
外
的

に
他
機
関
が
所
蔵
す
る
記
録
類
で
補
う
場
合
が
あ
り
、
そ
の
例
で
あ
る
。

こ
う
し
た
特
集
形
式
と
は
別
に
、
昭
和
戦
前
期
の
編
纂
に
つ
い
て
検
討
が
進
む

が
、
克
服
す
べ
き
課
題
は
多
く
の
重
要
史
料
が
戦
災
な
ど
で
失
わ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
対
欧
米
関
係
で
は
、
日
独
伊
防
共
協
定
、
三
国
同
盟
、
ノ

モ
ン
ハ
ン
事
件
、
日
ソ
中
立
条
約
な
ど
の
重
要
事
件
に
つ
い
て
、
主
要
な
フ
ァ
イ

ル
の
ほ
と
ん
ど
が
失
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
よ
う
に
編
年
方
式
を
基

本
と
す
る
編
纂
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
編
年
方
式
に
加
え
、
数
年
分
を
ひ
と

ま
と
め
に
す
る
多
年
度
方
式
や
特
集
方
式
が
併
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
方
式
に
よ

り
、「
日
中
戦
争
」（
一
九
三
七
〜
四
一
年
）、「
第
二
次
欧
州
大
戦
と
日
本
（
三
国

同
盟
、
日
ソ
中
立
条
約
を
含
む
）」、「
太
平
洋
戦
争
」（
一
九
四
一
〜
四
五
年
）
の
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三
つ
の
シ
リ
ー
ズ
の
ほ
か
、
関
連
す
る
調
書
も
刊
行
し
て
い
る
。

比
較
的
に
採
録
可
能
な
文
書
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
対
中
国
関
係
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
編
年
方
式
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
り
、
特
集
形
式
の
「
満
州
事
変
」

や
「
日
中
戦
争
」、
さ
ら
に
「
太
平
洋
戦
争
」
な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
と
調
整
し
つ
つ
編

纂
が
進
む
（
昭
和
期
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
に
収
録
）。
こ
う
し
て
二
〇
一
五
年
に
は
昭
和
戦

前
期
（
一
九
二
六
〜
一
九
四
五
年
）
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
編
纂
・
刊
行
が
終
了

し
た
。

戦
後
期
の
編
纂
事
業
に
向
け
て

こ
の
間
、
編
纂
委
員
会
は
、
学
界
な
ど
の
強
い
要
望
を
踏
ま
え
、
戦
後
期
の
編

纂
・
刊
行
に
つ
い
て
も
模
索
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、

情
報
公
開
法
に
基
づ
き
「
平
和
条
約
の
締
結
に
関
す
る
調
書
」
が
開
示
さ
れ
た
こ

と
が
、
戦
後
期
の
編
纂
に
着
手
す
る
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
。
良
く
知
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
こ
の
五
冊
の
調
書
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
締
結
時
に
条

約
局
長
で
あ
っ
た
故
・
西
村
熊
雄
氏
が
自
ら
の
手
で
関
連
記
録
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
調
書
の
復
刻
・
刊
行
（『
日
本
外
交
文
書　

平
和
条
約
の
締
結
に
関

す
る
調
書
』
全
五
冊
、
二
〇
〇
一
〜
〇
二
年
）
を
踏
ま
え
、
二
〇
〇
六
年
に
は
、

『
日
本
外
交
文
書　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
』（
四
冊
）
の
刊
行
を
開
始
し
、

戦
後
期
の
本
格
的
な
編
纂
・
刊
行
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

す
で
に
終
戦
か
ら
七
〇
年
を
過
ぎ
た
が
、
戦
後
期
の
編
纂
・
刊
行
に
は
、
克
服

す
べ
き
多
く
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
独
立
後
の
日
本
外
交
は
、

戦
前
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
多
く
の
課
題
に
直
面
し
、
文
書
量
も
増
大
し
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。
と
く
に
日
中
国
交
正
常
化
や
沖
縄
返
還
が
実
現
し
た
一
九
七
二
年
以

降
、
二
国
間
外
交
に
加
え
、
多
角
的
な
外
交
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
り
、
文
書
量

は
飛
躍
的
に
増
え
て
い
く
。
予
算
や
人
員
の
面
で
編
纂
体
制
の
飛
躍
的
な
強
化
が

望
め
な
い
な
か
で
、
い
か
に
系
統
的
で
説
得
力
の
あ
る
外
交
文
書
集
を
刊
行
す
る

こ
と
が
出
来
る
か
、
編
纂
者
の
力
量
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二
つ
目
は
、
安
全
保
障
、
領
土
、
歴
史
認
識
と
い
っ
た
現
在
の
日
本
外
交
に
直

結
す
る
重
要
問
題
が
、
編
纂
・
刊
行
の
壁
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
問

題
は
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が
集
中
す
る
外
交
案
件
で
も
あ
り
、
編
纂
者
は
、
情
報
公

開
法
や
公
文
書
管
理
法
の
も
と
、
公
開
制
限
と
ニ
ー
ズ
の
間
で
悩
ま
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
編
纂
す
る
側
が
か
か
え
る
こ
う
し
た
問
題
は
、
や
が
て
デ
ィ
プ
ロ
マ

テ
ィ
ッ
ク
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
権
限
や
育
成
、
専
門
家
に
よ
る
協
力
の
あ
り
方
と

い
っ
た
編
纂
体
制
の
見
直
し
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
、
評
価
・
選

別
・
編
纂
・
刊
行
と
い
う
一
連
の
業
務
の
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
化
と
い
う
課
題
と
も

密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

三
つ
目
は
、
外
交
記
録
の
公
表
媒
体
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
の
合
衆
国
外
交
関
係
文
書
集
の
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て

必
要
な
文
書
の
検
索
と
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
時
代
に
あ
っ
て
、
現
状
の
紙

媒
体
に
よ
る
刊
行
方
式
を
維
持
し
つ
つ
、
公
表
媒
体
の
多
様
化
に
ど
う
対
応
し
て

行
く
か
も
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

外
交
文
書
の
適
切
な
保
管
・
管
理
、
そ
し
て
積
極
的
な
公
開
は
外
交
の
民
主
的

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
必
須
の
条
件
で
あ
る
。
さ
ら
に
、外
交
文
書
の
積
極
的
公
開
は
、
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外
交
史
や
国
際
政
治
の
研
究
を
促
進
す
る
だ
け
で
な
く
、
外
交
問
題
に
関
す
る
幅

広
い
議
論
を
刺
激
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
外
交
活
動
の
活
性
化
を
促
し
、
対
外
関

係
に
関
す
る
説
明
能
力
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

『
日
本
外
交
文
書
』
の
編
纂
・
刊
行
と
い
う
事
業
は
、
何
度
か
廃
止
の
危
機
に

み
ま
わ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
そ
の
中
核
と
し
て
の
役
割
を
に
な
っ

て
き
た
。
こ
こ
に
紹
介
し
た
八
〇
年
の
事
業
の
歴
史
は
、「
国
民
共
有
の
知
的
資
源
」

と
し
て
の
外
交
記
録
を
世
代
を
超
え
て
継
承
し
よ
う
と
い
う
、
国
民
の
期
待
を
物

語
っ
て
い
よ
う
。
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『大日本外交文書』第一巻の刊行を伝える『東京朝日新聞』記事（1936年5月24日付）

　1969年12月に『日本外交文書』編纂委員会が発足。1971年4月、「外交文書室」の編纂陣は「記録班」の
一部と共に外務省分室から外交史料館へと移転した。外務省分室前で記念撮影をする編纂陣。細谷千博編
纂委員長（前列・左端）、臼井勝美編纂委員（２列目・右端）、長岡新治郎編纂室長（２列目・左から２番目）、
原口邦紘事務官（２列目・左端）、海野芳郎事務官（３列目左端）、林正和事務官（３列目・中央）、清水
秀子事務官（３列目・右端）、吉村道男事務官（４列目・左から２番目）の姿もある（肩書きは当時のもの）。


